































































































































































































































































































1.焼き物 について知る。 .本焼き された土器や縄文土器 の写 真、野焼きされた土器 を見 本焼 きの花瓶 、
て これか ら行 う制作に興味 を持たせ る。
.川 に大 量の粘 土があったので粘土の採取か ら始 めた 。 この時
壷縄文式土器 の写真
2.縄文土器 について 調べ、自分の作 りたい土
舘のアイデアスケ ッチ をす る0
3.粘土 を採取す る。 (1人 2kg程度)
4.乾燥 させ る (課外)
野焼 きされ た土 器
移植 ごて .スコ ップ
川 だけでな く、他にもいろいろな所 にあることや、 どんな物 等の掘る物
を粘土 というのかを合 わせ て学習 させる0 粘土の入れ物 (買 い
l風 通しの良い所 、できれば天 日に当てて乾かせる0 物袋等)
5.粉 にし、ふ るいにかける0 .ふるいにかけるのは、粘土の 中の小石や異物等 を取 り除 くた かなずち、石
めであるeふるいは水 切 り用のざる等を利用す る0 ざる、ふ るい
6.水を少 しずつ加 えて練 り、市販 の粘土 とも .市販の粘土の固 さくらいに、また 、二つの粘土の色が混 ざ り 市販 の粘土
混 ぜ練 り合わせる。
7.縄文式土器 を作 る0
合って しま うよ うに練 らせる0 粘土板
.手のひ らを使 って空気 を押 し出す ように練 り上 げ、 ビニール 水 の入れ物
袋に入れ密閉 させ る0 t'n- 'lfi
.底 を作 つてか ら、ひ も作 りで積み上 げていく0 ひも、縄など模 様を
.ひも作 りで作る。 ○ 内側 は上か ら下 へ こす り下 ろし、外側 は下 か ら上へ つける物






○ に、また は同一方 向に上へ伸 ばす と、だんだん土器
[謡 ど宣告宗吾雷雲 だア盲六書 憲 豊 慧 語 るO
.できるだけ同じ厚みに作 らせる。
.風通 しの良い 日陰で 2週間以上、そ の後太陽 に当てて 1日乾
燥させる0
8l野焼き をするe (課外) .火の通 りをよ くす るため、 4カ所 に分 け積 み上げる。重な る
(1)トタンの上に土器 を慎重 に積 み上 げる。 ことによ り、直接火 に当た る部分 とそ うでない ところ に模様
(2)あぶ り焚きをするb周 りか らだんだん火 ができる ことを期待 した0
水 (危険防止用)を土器 に近 づけてい く。
(3)少しずつ土器の上 にも薪 を乗せて燃や し
.土器 に直接火が 当た らな いように遠 まきに薪 を並べ、少 しず
つ燃や しなが ら土讃馴こ含 まれ る水分 をとば して いく0 蘇
枯れ枝.2時間程度燃やす と土器 が黒 くなって くる。温度がかな り上
ていく。 が つた と想像 され るので (実際 240℃以上になればよ い)、




せ、土器 を壊 さな いよ うに十分注意 させ る。
.土器 を壊 さな いよう丁 寧に薪 を積 ませた後、少な くとも 15
分～ 20分一気 に燃や し、温度 を上 げる0
.急激な温度 の低下 は割Ttの原 因にもな るので急 に取 り出さず、




.薪が燃 え切 って 、自然 に土器 が姿 を環 すまで待たせる0
.外へ取 り出 して か らも、手に持 てるまで自然に冷ます0












































































































































































































































































































































































































































JK男君6 C 8 /-*
JS男君22 A 26 A
AS子さん14 B 16 B
RM子さん14 B 16 B
YM子さん20 A ll B
荏)数字は問題数2 9に対する得点である。
アルファベットは、得点を3段階に分けたもの
である
A段階一自尊感情が高い(19-20点)
B段階一自尊感情が普通(9-1点)
C段階一自尊感情が低い(0点)
表5を見るとJK男君、JS男君、AS子
さん、.RM子さんの自尊感情得点はわずかな
がらであるが、上昇している。 T教諭から変
化があったという報告は得られなかったが、
縄文式土器製作を通して自信を得たと語った
児童や感想を書いた児童について、自尊感情
得点が4月時より上昇し、前向きに取り組ん
でいる児童を資料から抽出したところ10人
みられた。 これらの児童の自尊感情得点にお
ける上昇を図工と直接つなげて考えることは
危険であり、性急であるが、この10名の児
童にとって彼らの自尊感情を高めた一つの要
因として、T教諭の指導を加えることは考慮
に値するといえるだろう。
特に、週一回の2時間しか児童と接するこ
とができない専科教員にとって効率のよい授
業の基礎となる学習訓練や学習方略の指導は
重要と思われる。
学習方略を辰野(1997)は「学習の効果を
高めることをめざして意図的に行う心的操作
あるいは活動」と定義している。 これは学習
を促進する効果的な学習法・勉強法を用いる
ための計画、工夫、方法のことを意味してい
る。
T教諭の図工科でいえば、学習前の準備も
その一つであり、他に絵の描き方を例にする
と筆、筆ふき、パレットの使い方、絵の具の
出し方、下書きに使う割り箸ペンの作り方や
描く絵のアイデアの持ち方、構図の取り方、
描く方法などがあげられる。 これを、図工科
の各観域の中で、3年生から6年生まで指導
するためにはかなりの時間を要する。 そのた
めT教諭が本校に赴任した1年目の1学期は
これらの学習訓練に時間をかけることが多く、
授業を通して学習方略を身につけさせる指導
をしていたと聞いているO現在T教諭は3年
目を迎え、その定着が見られるようになって
きたと考えられる。
学習方略の定着があって、更にT教諭の図
工観(教師の押しつけでなく児童自身の考え
やこだわりを大事にする考え方)の元で児童
は個性的に創造的に活動できるのであろう。
T教諭の言葉かけに見られたように、否定的
な言葉がほとんど用いられず、「認める、はめ
る」「励ます」という言葉かけが主であった。
T教諭の場合には図工に限らず、何事につい
ても児童自身の考えや思いを生かしながら活
動、行動できる子になって欲しいとの思いが
込められている。
このように子どもたちは図工科の活動を通
して能率よく学習するための学習訓練を受け、
作品を作るための方略を学ぶ。 作品作りの過
程の中で様々な形で、児童の表現や工夫など
が評価されT教諭に受容される。 学級の児童
はこのT教諭に受容されている仲間の姿を見、
仲間を受容するようになり、仲間の良さを自
分.の作品作りに取り入れ学んでいく。 次の課
題を与えられるとそれまでに身につけたこと
を生かし、こだわりを持って取り組む。
図3図工科における自尊感情の発達予想図
学習訓練一日一一・・:
効果的に学習を進.
めるための方略):
J:
問題を理解する一一:
I:
学習への意欲.・計画を立てる一日:
-他者からの受容
・(教師の言葉かけ)
「認める・はめる」
「励ます」
・仲間による受容と・計画を実行する-:取り入れ
1:
学習の達成一日目-…
1:
自尊感情の発達一日・.
*1アげ-ソン・Eルッドマン・G/げトス・C著1999荒木紀幸監訳「親から子へ幸せの贈り物」玉川大学出版部pp. 222
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このように、図工科においては、図3に示
すような行為が繰り返されることによって、
児童の自尊感情がスパイラルに高められてい
ることが予想される。
4.終わりに
本研究では、調査の結果、教科の中で児童
が自信を持った機会の一番多い図工科を取り
上げ、そこに内在する自尊感情を高める指導
法についての知見を得るために、学級担任が
指導する教科と図工科授業との比較を行った。
主たる比較対象は言葉かけと学習訓練であ
る。児童と接する機会が週一回しかなく、表
現力や創作力に焦点を当て指導する専科教員
が担当する図工科と、学級生活の中で毎日児
童と接し児童に多くの教科を指導している担
任の算数科を比較することは必ずしも適切で
はないかも知れない。 図工科は週に一回しか
なく、図工専科が6年1組の児童とかかわる
のは週に2時間だけである。 このため多くの
児童に声をかけようと考えるのは当然である
し、能率良く時間を使うことを訓練させよう
と考えるだろう。 一方担任は、児童の学校生
活のほとんどを一緒に過ごしている。 その中
で児童を観察し、それぞれの児童にあった言
葉かけをし、指導をしていると思われる。 例
えば、国語は得意だが算数の文章題は苦手と
している児童の場合、国語での教師の関わり
は少なく、算数での関わりが増えるだろう。
つまり、その1時間に声をかけなくても、1
日という学校生活の中で児童にかかわればよ
いのである。 また、休憩時間の過ごし方にし
ても、図工科では教師が積極的に児童をリラ
ックスさせるようにする意識はないだろう。
しかし、技能科と違って、教科指導では思考
の集中や緊張が多い。 そこで次の授業のため
に休憩時間では解放してやろうという気持ち
が教師に働くだろう。 このように休憩に対す
る2人の考え方に違いが予想される。
ただここで注目すべきは、担任が指導しな
い図工科・音楽科・家庭科の時間になると、
児童は教科学習での緊張(集中)から解放さ
れ息抜きとして捉えることが多い。 このこと
は、専科教員から担任に対して「子どもたち
は、担任の先生の言うことはよく聞くけれど、
わたし(専科教員)の言うことは全然聞かな
い。担任の先生からもよく指導して下さい。」
と注意を受けることと関連している。
しかし、T教諭の図工科をフィールドワー
クして見えてきたことが、専科教員の授業で
集中する児童の姿であった。 また授業分析や
内容分析から、図工科授業を通して児童が自
信を得た機会が教科学習に比べ著しく多いこ
とである。 これらの点を考慮する時、T教諭
の指導する図工科授業の長所をあらためて参
考にする必要があると考える。
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